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Ⅰ．はじめに 
 保育士、幼稚園教諭を目指す学生と“声楽”の授業を進めていく中で必ず出される質問
がある。「オペラに出たい訳ではないのに、なぜ“声楽”を学ばなくてはならないのか」で
ある。他の多くの学生も、その通り...、とうなずいている。学生たちが“声楽”を学ぶこ
との意味を納得し、楽しく学び、保育現場で役立つ歌唱法を体得させるべく、日頃考察し
ている事を述べる。 
 
Ⅱ．“声楽”を学ぶ意味 
 保育園、幼稚園において、音楽を取り入れた表現活動は欠くことの出来ない活動の一つ
である。私自身、4 人の子育て経験を振り返っても、音楽表現に対し苦手意識を持つ先生
は少なくなかったと感じている。むしろ、三つ子の魂云々...と言われる時期にこのような
歌唱力の先生で大丈夫かと不安を感じる場面が多々あった。音楽の得手不得手が「音楽歴」
に比例するとしたら、是非本学の学生には授業でしっかり経験を積み上げ、保育現場へと
巣立たせたい。 
 「幼児期の音感は母親の子守歌で養われる」とよく言われる。歌を聴いて“まねる”こ
の時期に いい音楽、正しい音程、美しい声、を聴かせることは大変重要である。「幼児期
から小学校に入る頃までに、基本的な音感は身に付いてしまう」ということも周知の事実
とされている。だとしたら、この時期の子どもと最も多く接する保育士、幼稚園教諭の音
楽的歌唱的素養は大きな影響を与え、責任は重大である。 
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Ⅲ．本来“声楽”とは 
 “声楽”に対してどのようなイメージを持っているか「声楽ⅠＡ」を受講中の学生にア
ンケートした結果、次のような回答が寄せられた。 
     ・オペラ！という感じ 
     ・難しい、苦手 という感じ 
     ・「アーッ」と言うイメージ  
     ・たくさん歌を歌わなくては！という感じ 
     ・自分の好みの歌は歌えない感じ    
どうやら学生にとっては日常離れしたものであるようだ。（他に、自分の気持ちを歌にのせ
る感じ・美しい声で歌うためのもの、という嬉しい回答もあった。） 
 本来“声楽”を学ぶということは、自らの「声」と「体」を自覚し、「正しい発声」「正
しい体」のトレーニング法を学び、自在な歌唱表現を可能にするものである。子どものす
べての発達にいえる‘出会う’→‘楽しむ’→‘分かる’→‘深める’の中で最も大切な
‘出会う’が、歌唱表現を声楽的に学んだ先生方との出会いであるなら、将来日本は音楽
に溢れ、歌声に満ちた国になるはずだと導くのは、極論だろうか。 
 
Ⅳ．“声楽”的歌唱表現と効果 
 「声」は感情で勝負し、「言葉」は理性で勝負すると言う。「声」で感覚に訴え、「言葉」
で説得する。「歌」はその両方を兼ね備えた素晴らしい表現手段である。その「歌」に、よ
り美しく響く声、よく通る声が出せたなら、自己表現の世界では最強である。「大きい声」
ではなく「よく響く声」「よく通る声」、つまりよく共鳴し、なめらかで聞き取りやすい声
を得ることが出来たなら、保育現場で声を酷使し、音声障害に悩まされることも減るはず
である。 
 理想的な発声は、“こだま”“やまびこ”の声だと考えている。「ヤッホー」の声は、無意
識に向こうの山に当てようとし、体はリラックス状態、そばで聞いてうるさくなく、遠く
に聞こえる声である。この声を基本に、「よい発音」「よい音程」「正しい支え」「正しい呼
吸」をトレーニング出来るなら、効果は大きいはずである。 
 保育の現場で「元気よく歌う」子ども達の歌はともすると乱暴であるが、きれいな声で
歌うことの喜びを感じ、旋律の美しさを大切にする気持ちを芽生えさせれば、ひいては子
ども達の心の中に、優しさや思いやりの気持が穏やかに存在出来るのではないだろうか。
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そして、「音楽」、「歌」、「声」はそれを助け、実現する力を十分持っていると確信する。 
 
  
